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3． ドリフ ト波乱流 の 厳密 Gauss 分布解 と

　　そ の 2 時間相 関 関数

長　沢 潔

　磁 場 の か か っ た プ ラズ マ 中 の 電場 φは プ ラ ズ マ の 電気伝導率 を。。
， イ オ ン の 温度を 0 と し た

近 似で Hasegawa −Mima 方 程式 と呼ばれ る 非線形偏微分方程式
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に従 う 。

　φを理想的確率関数 の Hermite 汎関数列 で展 開す る こ とに よ りそ の 確率的 性質を調べ た。

そ の 結果 ， 厳密 に Gauss 分布 をす る特解 が見出 され ， そ の 2 時間相関関数 〈φ（0 ）φ（t ）〉 は

指数的に減衰す る事が示 され た 。

　更 に Hasegawa − Mima 方 程式 を精密化 し ， ドリフ ト， モ
ー ドと対流 モ

ー ドに 分け前者 に対す

る Gauss 分布 の 解 が後者を励起す る と い うモ デル で 拡散 を計算 し Bohm 型 の 拡散係 数を得 た 。

4． Self− Consistent　Einstein　Theory と

　　そ の 相 転移現象 へ の 応 用
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　非調和格子振動子系 の 物性 を Einstenモ デ ル に よる 自己 無撞着近似理 論に よ り議論す る 。

従来 の self
−
consistent 　 phonon 　 theory と は 異 な り ， 本研究 で は 実空 間

一
体近似の 描像 を採用

す る 。 言 うま で もな く， 非調和性 は 自己 無撞着に な る条件に よ り取 り入 れ る 。こ の 方 法に よ り，
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